第4回NGN端末相互接続試験の参加募集(案)


（添付）第4回NGN端末相互接続試験　試験基本情報
	会社名
	

	部署名
	

	申請者氏名
	

	連絡先
	E-mail：

電話：

FAX：


選択項目は該当欄に☑してください。
	項目
	内容

	参加希望試験
	該当すべてにチェックして下さい

□VoIP端末

□TV電話・TV会議端末

□HDTV電話/HDTV会議端末
□HDTV対応多地点接続装置（MCU）
□IP-FAX/MFP(多機能プリンタ)
□データコネクトを使ったアプリケーション等

※参加機器の仕様については、次頁からの参加機器仕様リストによりお知らせください。1機種あたり1リスト、複数機種の場合リストを追加してください。



	HATSデモ参加
	□可能　　□可能性あり　　□困難　　□現時点不明
（CEATEC JAPAN 2015においてHATSブースへの出展展示）



	従来の相互接続試験の実施希望
	□希望しない

□希望する(希望カテゴリを以下に記載ください)

□SIP相互接続試験

　(□VoIP基本試験　　□付加サービス試験)

□MPEG-4接続試験

　(□SIP　　□H.323)



	NGNゲートウェイ

装置の使用希望
	□希望しない

□希望する(準備方法を以下に記載ください)

□Crossway*を借用
□端末と共に持ち込み
*エヌ・ティ・ティ・ソフトウェア株式会社のGW装置
（機器準備については別途相談となります）

	遠隔試験の参加
	□希望しない

□希望する

遠隔試験場所＝



	事前説明会の参加
	□希望しない

□希望する




(添付)　第4回NGN端末相互接続試験への参加機器仕様リスト

・参加する機種について1端末1リストで記載ください。

(1)機器基本事項

機器名称、特記事項に記載してください。選択項目は該当欄に☑してください。

表A　機器基本事項

	項目
	内容

	機器名称（記述）
	

	機器バージョン情報（記述）
	

	UNIインタフェース（選択）
	□　UNI2 　　　　　　□Etｈernet　　　　　□WiFi  (規格　　　　　　　　)

□　UNI1　　　　　　　□他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	UNI1接続確認状況
	□　自社端末間で商用NGN網を使って確認

	
	· NTTテストベッドに持ち込んで確認

· HGW/OGWとの接続を確認

(動作実績のある機種名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
· 擬似環境を使って実機動作にて確認

· UNI仕様書と照らして机上確認

· 未確認

□　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	IPバージョン
（発着信ごとに選択）
	発信　□IPv4　　□IPv6　　□IPv4 & IPv6
着信　□IPv4　　□IPv6　　□IPv4 & IPv6

	シグナリングプロトコル
	□　SIP（RFC3261）／SDP（RFC2327*）

　*RFC4566準拠時は特記事項に注記してください


	
	□　NGN-SIP（JT-Q3402）

	
	□　その他（プロトコル規格：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ゲートウェイ

(使用する場合チェック)
	□ NGNゲートウェイ装置(crossway)

□ その他 [持ち込み機種名：　　　　　　　　　　　　]

	SIPサーバアドレス、電話番号などの自動取得機能
	□対応可　　　□対応不可


	対応可能な電話番号桁数
	最小[　　]桁　　～　　最大[　　]桁

	ペイロード周期（選択）
	□　20ms

	
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	PRACK送出有無（選択）
	□　有

	
	□　無

	Session Timer有無（選択）
	□　有

	
	□　無

	試験対象機器の出荷実績
	□　出荷実績あり

	
	□　出荷実績なし

	試験カテゴリ
	□　音声(電話端末/VoIP-GW・ADP/ソフトフォン)

　([1]に記載して下さい。

	
	□　映像(テレビ電話／テレビ会議(端末、HDTV電話/HDTV会議端末、HDTV対応多地点接続装置(MCU))

　([2]に記載して下さい。
□　IP-FAX/MFP(多機能プリンタ)、データコネクトを使ったアプリケーション等
　([3]に記載して下さい。

	特記事項（記述）
	上記以外で試験に関係する特記事項があれば記載ください。




[１]音声(電話端末/VoIP-GW・ADP/ソフトフォン)　機器仕様表

・参加する機種について1端末1リストで記載ください。

	項目
	内容

	機器種別(選択)
	□　ハード実装端末

· ソフト端末

· PBXなど複合形態

□　その他

	音声コーデック（選択）
	□　G.711 μ-law（基本）

□　G.722

□　G.711.1

□　G.729

	
	□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	特記事項（記述）
	上記以外で試験に関係する特記事項があれば記載ください。

	
	


	


[2] 映像(テレビ電話／テレビ会議(端末、MCU))

・参加する機種について1端末1リストで記載ください。

	項目
	内容

	機器種別(選択)
	□　ハード実装端末

· ソフト端末
· MCU

· その他

	音声コーデック（選択）
	□　G.711 μ-law　　　　　　　　　□MPEG2 AAC LC
□　G.722　　　　　　　　　　　　　　□MPEG2 AAC LD
□　G.711.1　　　　　　　　　　　　　□MPEG4 AAC LC
□　G.729　　　　　　　　　　　　　　□MPEG４ AAC LD

	
	□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	フォールバック方法(記述)
	

	
	

	

	映像コーデック（選択）

対応プロファイルとレベル範囲

（例　MPEG-4　SP@L1-3、

H264　BP@L1-3）
	· H.264　（　　　profile　@　　　level）
· H.263　（　　　profile　@　　　level）
· MPEG-4 Visual　　（　　　profile　@　　　level）
· その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

	Ｉフレーム挿入間隔

（秒またはフレーム）
	

	RTP/AVPF対応可否
	□　送信サポート　　(対応メッセージ：　　　　　　　　　　　　　　　)

□　受信サポート　　(対応メッセージ：　　　　　　　　　　　　　　　)

	映像コーデック送受信非対称

　対応可否
	

	対応映像フレームサイズ

と最大フレームレート

(解像度によってCODEC種別が変わる場合は解像度ごとにCODECも記述)
	· QCIF　(　　fps)　　　CODEC[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
· CIF　　(　　fps)

· QVGA　　(　　fps)

· VGA　　(　　fps)

· 4SIFi　　(　　fps)

· 720p　　(　　fps)

· 1080i　　(　　fps)

· 1080p　　(　　fps)

· その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	SDPネゴ方式
	□複数メディアの同時併記オファー

　オーディオ [  ]

　ビデオ　[  ]

□b=AS行　(JJ-40.30のSDP記述コーデックパラメータで設定必須と規定)

	特記事項（記述）
	上記以外で試験に関係する特記事項があれば記載ください。

（データ共有などのアプリケーションの相互接続を希望する場合、実装している規格を示してください。）




[3] IP-FAX/MFP(多機能プリンタ)、データコネクトを使ったアプリケーション等
	項目
	内容

	機器(選択)
	□　IP-FAX　(T.38)

□　コンテンツ転送　(JJ-30.40)

□　その他

	機器種別(選択)
	□　ハード実装端末

□　ソフト端末

□　PBXなど複合形態

□　その他

	特記事項（記述）
	上記以外で試験に関係する特記事項があれば記載ください。

	
	


